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12
月
議
会
定
例
会
は
12
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
、
道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷
に
係
る
指
定
管
理
料
２
５
０
０
万
円
、
小

中
学
校
特
別
教
室
冷
暖
房
整
備
事
業
費
７
４
０
２
万
円
な
ど
を
増
額
す
る
平
成
30
年
度
補
正

予
算
な
ど
９
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
、町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷
に

係
る
指
定
管
理
料
を
増
額

12月定例会

一
般
会
計

指
定
管
理
料
は
赤
字

補
填
で
は
な
い
の
か

問
（
松
浦
和
子
議
員
）

　

道
の
駅
の
指
定
管
理

料
２
５
０
０
万
円
は
、
ふ
る
さ

と
振
興
基
金
に
よ
る
支
出
で
あ

り
一
般
財
源
で
は
な
い
が
、
広

い
意
味
で
は
町
の
貴
重
な
財
源

で
あ
る
。
こ
の
負
担
金
投
入
に

よ
り
黒
字
に
な
る
と
い
う
の
は

安
易
な
考
え
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長
　

こ
の
指
定
管
理

料
は
赤
字
補
填
で

は
な
く
、
道
の
駅
の
公
共
施
設

部
分
の
管
理
運
営
費
で
あ
り
、

町
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
上
半
期
の
実
績
な
ど
か
ら

今
年
度
の
見
通
し
が
つ
い
た
た

め
、
補
正
予
算
に
計
上
し
た
。

ふ
る
さ
と
振
興
基
金

の
運
用
に
つ
い
て
の

考
え
は

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

道
の
駅
の
指
定
管
理

料
の
財
源
で
あ
る
ふ
る
さ
と
振

興
基
金
の
残
高
が
減
少
し
て
い

る
。
来
年
度
以
降
は
基
金
か
ら

の
取
り
崩
し
を
減
ら
す
方
向
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

副
町
長
　

道
の
駅
の
管
理

運
営
費
は
全
体
で

５
０
０
０
万
円
を
上
回
る
費
用

の
う
ち
、
面
積
で
按
分
し
た
経

費
２
５
０
０
万
円
を
負
担
す
る

も
の
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
振
興

基
金
に
つ
い
て
は
今
年
度
の
残

高
が
約
３
４
０
０
万
円
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
が
、
原
資
で
あ

る
ふ
る
さ
と
納
税
も
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
増
設
な
ど
で
伸
び
て

く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

道
の
駅
の
経
営
状
況
も
上
向
い

て
き
て
い
る
。
見
え
る
化
を
図

る
意
味
か
ら
も
、
今
後
も
ふ
る

さ
と
振
興
基
金
等
の
特
定
財
源

を
道
の
駅
の
維
持
管
理
費
に
充

て
て
い
き
た
い
。

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

農
業
等
災
害
対
策
補

助
事
業
４
０
２
万
円
は
異
常
気

象
に
よ
る
水
不
足
へ
の
対
策
で

あ
る
が
、
申
請
は
何
件
あ
っ
た

の
か
。

産
業
振
興

課
　
　
長
　

３
団
体
か
ら
申

請
が
あ
り
、
内
容

は
、
揚
水
機
ポ
ン
プ
の
購
入
が

12
件
、
井
戸
の
掘
削
が
22
件
で

あ
る
。

道
の
駅
に
つ
い
て

町
民
へ
情
報
提
供

す
る
考
え
は

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

道
の
駅
の
状
況
に
つ

い
て
、
町
民
の
方
へ
わ
か
り
や

す
く
資
料
を
提
供
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長
　

経
営
状
況
等
に

つ
い
て
は
、
会
社

か
ら
の
報
告
を
も
と
に
議
会
へ

説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
道

の
駅
の
イ
ベ
ン
ト
や
話
題
に
つ

い
て
は
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し

て
お
り
、
各
種
懇
談
会
で
も
話

題
に
し
て
い
る
。
町
民
へ
の
直

接
の
説
明
は
考
え
て
い
な
い

が
、
会
社
の
決
算
の
概
要
に
つ

い
て
は
、
議
会
へ
の
報
告
後
に

広
報
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

し
た
い
。

少
雨
に
よ
る
農
業

対
策
の
申
請
件
数
は

質質

疑疑
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昨年末の道の駅来場者３００万人達成記念セレモニー

街
路
灯
は
何
基
交
換

す
る
の
か

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

駅
前
の
街
路
灯
の
交

換
に
つ
い
て
、
既
存
の
電
球
の

交
換
は
何
基
交
換
す
る
の
か
。

ま
た
、
防
犯
の
た
め
に
オ
レ
ン

ジ
色
に
す
る
所
も
増
え
て
い
る

が
、
い
か
が
か
。

建
設
課
長
　

町
が
管
理
し
て
い
る

街
路
灯
は
藤
田
駅
周
辺

を
中
心
に
、全
部
で
50
基
あ
る
。

そ
の
う
ち
約
16
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯

に
交
換
し
た
い
と
考
え
る
。
色

に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
検
討
し

た
い
。

冷
暖
房
整
備
事
業
の

地
方
交
付
税
措
置
は

ど
の
く
ら
い
か

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

小
中
学
校
特
別
教
室

の
冷
暖
房
整
備
の
費
用
に
つ
い

て
、
国
か
ら
補
助
さ
れ
る
が
、

全
体
の
補
助
金
を
除
い
た
額
の

地
方
債
の
う
ち
、
地
方
交
付
税

で
措
置
さ
れ
る
の
は
ど
の
く
ら

い
か
。

学
校
教
育

課
　
　
長
　

補
助
金
の
残
り

は
す
べ
て
起
債
と

平成30年度一般会計
補正予算（第４号）のおもな内容

【主な事業】
◦小中学校特別教室冷暖房整備事業� 7402万円
◦道の駅国見あつかしの郷に係る指定管理料
� 2500万円
◦総合行政システムに係る新元号対応改修費�434万円
◦樹園地に係る高温少雨対策費補助金� 402万円
◦貝田地区ほ場整備に伴う農地集積補助金� 598万円
◦その他（障がい者自立支援・障がい児入所
　給付費等の返還金など）� 2143万円
� 計　1億3479万円
【主な財源】
◦国・県からの補助金など� △557万円
◦地方債� 6350万円
◦ふるさと振興基金からの繰入金� 2500万円
◦その他（諸収入など）� 158万円
◦前年度からの繰越金� 5028万円
� 計　1億3479万円

　

松
浦
幹
男
委
員
の
死
去
に
よ

る
補
充
の
た
め
、
西
大
枝
の
小

林
喜
勝
氏
（
新
任
）
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。

　　

平
成
31
年
３
月
14
日
任
期
満

了
に
よ
り
、
次
の
7
人
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。

第
１
号
委
員
（
石
母
田
地
区
）

　

宍
戸　

嘉
美
氏
（
新
任
）

第
２
号
委
員
（
大
木
戸
（
山
根
）

地
区
委
員
）

　

菊
池　

勝
雄
氏
（
再
任
）

　

大
内　
　

茂
氏
（
再
任
）

第
３
号
委
員
（
貝
田
地
区
）

　

齋
藤　

修
一
氏
（
再
任
）

　

松
田　

富
男
氏
（
再
任
）

　

大
沼　

剛
司
氏
（
再
任
）

　

大
沼　

重
好
氏
（
再
任
）

人

事

国
見
町
大
木
戸
財
産
区

管
理
委
員
の
選
任
に
同
意

国
見
町
渇
水
対
策
施
設
財
産

管
理
委
員
に
7
名
を
選
任

な
り
、
そ
の
う
ち
60
％
が
地
方

交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
修
に

該
当
す
る
箇
所
は

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

国
で
は
学
校
設
備
等

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
に
つ
い

て
も
補
助
対
象
と
し
て
い
る

が
、
町
で
は
修
繕
す
べ
き
箇
所

は
あ
る
の
か
。

学
校
教
育

課
　
　
長
　

当
町
で
は
該
当

す
る
箇
所
は
な

い
。


